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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　注入用流体を患者に自動的に供給する流体管理装置（１００）であって、
　垂直回転軸を有する少なくとも一つの回転カルーセルと、
　前記回転カルーセルに取り付けられるとともに、首部の開放端を下方に向けた状態で容
器（２２，２３）を垂直に配置するように構成された、少なくとも２つの容器ホルダと、
　スパイクホルダ（１０）であって、前記回転カルーセルの下に設けられ、該スパイクホ
ルダ（１０）が前記容器ホルダに搭載されてスパイク位置にある容器（２２，２３）の軸
に、スパイク（１１）を軸方向に整列させるように向けられている、スパイクホルダ（１
０）と、
　容器が最大使用時間に達したかどうか、および／またはスパイクが最大使用時間に達し
たかどうかを検出可能なＣＥＣＳと、を備えており、
　前記スパイクホルダ（１０）は、リニアスライダ（９）に移動可能に設けられており、
前記スパイクホルダ（１０）が垂直方向にスライドできる、流体管理装置（１００）。
【請求項２】
　２つの回転カルーセルを備えた、請求項１の流体管理装置（１００）。
【請求項３】
　前記回転カルーセルに取り付けられていない、一つ又は複数、好ましくは２つの容器ホ
ルダを備えた、請求項１又は２の流体管理装置（１００）。
【請求項４】
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　２つの回転カルーセルと、前記回転カルーセルに取り付けられていない２つの容器ホル
ダを備えた、請求項１の流体管理装置（１００）。
【請求項５】
　最大で１０個、好ましくは５個の容器ホルダが前記回転カルーセルに取り付けられてい
る、請求項１～４のいずれかの流体管理装置（１００）。
【請求項６】
　前記回転カルーセルに取り付けられたすべての容器ホルダが同一の大きさの容器（２２
，２３）を保持するように構成されているか、いくつかの容器ホルダが他の容器ホルダと
は異なる大きさの容器（２２，２３）を保持するように構成されている、請求項１～５の
いずれかの流体管理装置（１００）。
【請求項７】
　一つの容器ホルダが他の容器よりも小さな大きさの容器（２２，２３）を保持するよう
に構成されている、請求項６の流体管理装置（１００）。
【請求項８】
　各回転カルーセルが個々のチャンバ（２０ａ，２０ｂ）に設けられている、請求項１～
７のいずれかの流体管理装置（１００）。
【請求項９】
　前記回転カルーセルに取り付けられていない各容器ホルダが別々のチャンバ（２１ａ、
２１ｂ）に設けられている、請求項３又は４の流体管理装置（１００）。
【請求項１０】
　すべてのチャンバ（２０ａ，２０ｂ，２１ａ，２１ｂ）がシャーシフレームワーク（１
４）に設けられている、請求項８又は９の流体管理装置（１００）。
【請求項１１】
　前記チャンバ（２０ａ，２０ｂ，２１ａ，２１ｂ）の少なくとも一つが温度制御されて
いる、請求項８～１０のいずれかの流体管理装置（１００）。
【請求項１２】
　各チャンバ（２０ａ，２０ｂ，２１ａ，２１ｂ）は、個別のヒンジされた蓋又はドア（
２４ａ，２４ｂ，２５ａ，２５ｂ）をあけることによってアクセスできる、請求項８～１
１のいずれかの流体管理装置（１００）。
【請求項１３】
　前記回転カルーセルの回転と前記スパイクホルダ（１０）の移動を制御するように構成
された中央電子制御システムを備えている、請求項１～１２のいずれかの流体管理装置（
１００）。
【請求項１４】
　それぞれがスパイク（１１）に接続された少なくとも２つの第１の端部と、それぞれが
前記第１の端部に対応する少なくとも２つの第２の端部を有する第１の移送チューブ（１
５，１６）と、
　２つの入口開口と一つの出口開口を少なくとも有し、前記移送チューブ（１５，１６）
の前記第２の端部が前記入口開口に接続されているマニホールド（１７）と、
　第１の端部で前記マニホールド（１７）の前記出口開口に接続された第２の移送チュー
ブ（１８）と、
　前記第１の移送チューブの第１の端部と第２の端部の間にそれぞれ設けられたバルブを
備えた流体移送システムであって、
　前記流体移送システムはまた、
　スパイクホルダ（１０）であって、該スパイクホルダ（１０）が容器ホルダに搭載され
てスパイク位置にある容器（２２，２３）の軸に、スパイク（１１）を軸方向に整列させ
るように向けられている、スパイクホルダ（１０）と、
　容器が最大使用時間に達したかどうか、および／またはスパイクが最大使用時間に達し
たかどうかを検出可能なＣＥＣＳと、を有し、
　前記スパイクホルダ（１０）は、該スパイクホルダ（１０）が垂直方向に移動できるよ
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うに、リニアスライダ（９）に移動可能に支持されている、流体移送システム。
【請求項１５】
　前記第２の移送チューブ（１８）の前記第２の端部が注入器に接続されるように構成さ
れている、請求項１４の流体移送システム。
【請求項１６】
　前記スパイク（１０）は通気孔付きスパイクである、請求項１４又は１５の流体移送シ
ステム。
【請求項１７】
　前記スパイク（１０）はシース（４３）で覆われている、請求項１４～１６のいずれか
の流体移送システム。
【請求項１８】
　前記流体移送システムはさらに、流体移送システムの一意識別子を保管するデータ保管
手段を備えている、請求項１４～１７のいずれかの流体移送システム。
【請求項１９】
　患者に注入液を自動的に供給する流体管理システムであって、請求項１～１４のいずれ
かの流体管理装置（１００）と、請求項１４～１８のいずれかの流体移送システムと、流
体注入器を備えた流体管理システム。
【請求項２０】
　注入液を自動的に供給する方法であって、
　流体管理装置（１００）を提供する工程であって、前記流体管理装置は、流体を収容す
る少なくとも一つの容器（２２，２３）を該容器の首部の開口端部を下方に向けた垂直状
態で収容するように構成されており、且つスパイクホルダ（１０）を有し、前記スパイク
ホルダは該スパイクホルダに接続されたスパイク（１１）を容器ホルダに搭載されてスパ
イク位置にある前記容器の軸に整列させるように設けられて接続されており、前記スパイ
クホルダ（１０）は、垂直方向にスライドできるようにリニアスライダ（９）に設けられ
ており、前記流体管理装置は、容器が最大使用時間に達したかどうか、および／またはス
パイクが最大使用時間に達したかどうかを検出可能なＣＥＣＳを含んでいる、流体管理装
置（１００）を提供する工程と、
　流体移送システムを提供する工程であって、前記流体移送システムは移送チューブ（１
５，１６，１８）を有し、前記移送チューブはスパイク（１１）に接続された第１端部と
注入器に接続されるように構成された第２端部を有する、流体移送システムを提供する工
程と、
　少なくとも一つの容器（２２，２３）を該容器の首部の開口端部を下方に向けた状態で
前記流体管理装置（１００）に搭載する工程であって、前記首部の前記開口端部は隔壁に
よって覆われている、容器（２２，２３）を前記流体管理装置（１００）に搭載する工程
と、
　前記スパイク（１１）を前記スパイクホルダ（１０）に取り付けるとともに前記移送チ
ューブ（１５，１６，１８）の第２端部を注入器に取り付ける工程と、
　前記隔壁に前記スパイク（１１）を侵入させる工程と、
　前記容器（２２，２３）から流体を取り出す工程を含む、方法。
【請求項２１】
　前記スパイク（１１）を前記容器（２２，２３）の隔壁から引き抜く工程を有する、請
求項２０の方法。
【請求項２２】
　前記スパイク（１１）を前記隔壁から引き抜く工程は、スパイクされた前記容器（２２
，２３）が空であるか又は前記容器（２２，２３）の最大使用時間に達したか若しくは前
記スパイク（１１）の最大使用時間に達したかときに起動される信号に応答して行われる
、請求項２１の方法。
【請求項２３】
　少なくとも２つの容器（２２，２３）が前記流体管理装置（１００）に搭載されている
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、請求項２０～２２のいずれかの方法。
【請求項２４】
　前記流体管理装置（１００）はさらに、前記容器（２２）をそれぞれ前記スパイクホル
ダ（１０）に対して軸方向に整列させる手段を有し、
　前記方法はさらに、
　第２の容器（２２）を、前記スパイクホルダ（２０）と軸方向に整列する位置に移動し
、
　前記スパイク（１１）を前記第２の容器（２２）の隔壁に通し、
　前記第２の容器（２２）から流体を取り出す、請求項２３の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概略、複数の服用容器から患者に流体を投与する流体管理システムとその方
法に関する。本発明に係る流体管理システムは、注入流体を患者に自動的に供給するよう
に構成されている。
【背景技術】
【０００２】
　多くの医療環境において、診断中又は治療中に医療流体が患者に注入される。一つの例
が、コンピュータ断層撮影、血管造影、磁気共鳴（ＭＲ）、又は超音波画像診断などの診
断撮像法による撮像を改善するために、動力式流体注入システムを用いて患者に造影剤を
注入ことである。
【０００３】
　上述の処置を行うために利用される種々の手動注入装置及び自動注入装置が業界で知ら
れている。国際特許出願ＷＯ２００４／０９１６８８Ａ２号又は国際特許出願ＷＯ２００
７／０３３１０３Ａ１に開示されたシステムでは、注入流体が取り出される容器は手動で
準備される、すなわち、手動でスパイクされてスパイク後に取り出し位置に手動で設置さ
れる。
【０００４】
　多回投与容器から造影剤を準備し、取扱い、投与する一般的な方法は、以下の通りであ
る。通常は診断画像装置の近くに配置されたヒータを用いて、造影剤を含む多回投与容器
を使用前に予め暖める。ヒータの温度は通常体温の摂氏３７度に設定される。次に、造影
剤を含む容器は、技術者によってヒータから取り除かれる。プラスチックの安全キャップ
が多回投与容器かの端部から取り除かれ、ゴムシールが露出される。注入ラインに造影剤
を供給するために、技術者により、通気スパイクが造影剤注入器に接続され、手動で多回
投与容器のゴムシールに押し込まれる。
【０００５】
　雑菌混入の理由から、スパイクは約６～８時間ごとに交換しなければならない。次に、
多回投与容器は、容器首端部を下方に向けて、ＩＶポールに垂直に吊り下げられた容器ホ
ルダに収容される。以後、一つの生理食塩水について上述の工程が繰り返される。続いて
、技術者は、必要な造影剤と生理食塩水を多回投与容器から注入器用ユーザインターフェ
イスを介して注入容器に取り出す。カニューレ接続部を備えた新たな患者用接続チューブ
からの保護パッケージが取り除かれる。注入器用患者供給ラインの接続部を塞ぐために使
用されているキャップが手で取り除かれる。
【０００６】
　患者接続チューブと患者供給ラインがカニューレ接続部を介して接続される。次に、技
術者が手動で注入器を作動して生理食塩水と造影剤を小容器に送り込むことにより、空気
がチューブから排出される。技術者は、目視でチューブを観察してラインがパージされた
ことを確認した後、注入器ポンプを停止する。新たなカニューレ接続部からのこん包が取
り除かれ、接続部が患者チューブの端部に取り付けられる。
【発明の概要】



(5) JP 5911427 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述の手動操作は費用がかかり非常に非効率的である。したがって、本発明の目的は高
度に自動化することである。ＷＯ２００８／０７６６３１Ａ２に記載の多回投与注入装置
は、多少自動化されたものを示す。
【０００８】
　しかし、単なる自動化は別の問題を生じる。多回投与容器に関して、推奨の使用時間を
越えて容器が使用されること、または、以前にスパイク解除された容器を再使用すること
は、常に問題である。
【０００９】
　したがって、安全で効率的に使用できる流体管理システムが望まれている。特に、流体
容器と流体の取り出しを正確に制御できるシステムが望まれている。また、容器の全使用
期間に亘って流体供給が汚染無く行われることが大事である。
【００１０】
　また、種々の流体（造影剤、生理食塩水、フラッシング流体）及び種々の容器サイズを
使用できる流体管理システムが望まれている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　以上より、本発明の目的は、従来の流体注入作業に纏わる問題を欠点を解消する流体管
理システム（ＦＭＳ）を提供することを目的とする。
【００１２】
　本発明に係るＦＭＳは、患者に注入液を自動的に供給するように構成されている。本発
明に係るＦＭＳは、流体管理装置（ＦＭＤ）、流体移送システム（ＦＴＳ）、および注入
器を有する。
【００１３】
　ＦＭＤは、多回投与容器に流体を貯蔵して投与するためのものである。ただし、ＦＭＤ
は、一回投与容器に流体を貯蔵して投与するものも可能である。「容器」の用語は、少な
くともボトル、ポーチ（小袋）、バッグ、カートリッジ、カプセルを含むものと理解すべ
きである。ＦＴＳは、ＦＭＤ内に保管された容器の出口を注入器に接続する。注入器は、
流体をＦＴＳを介して容器から取り出し、該流体を患者管理装置に入れる。注入器は、少
なくとも一つのポンプを有し、所定量の流体を所定の流速で注入するようにプログラムさ
れる。
【００１４】
　ＦＭＤは、垂直回転軸を有する少なくとも一つの回転カルーセルと、前記回転カルーセ
ルに取り付けられた少なくとも２つの容器ホルダを有する。前記容器ホルダは、容器首部
の開口端部を下方に向けた状態で容器を垂直に位置させるように構成されている。ＦＭＤ
はさらに、前記回転カルーセルの下に設けられたスパイクホルダを有する。スパイクホル
ダは、スパイクホルダに接続されたスパイクを、容器ホルダに搭載されてスパイク位置に
ある容器の軸に整列させるように向けられる。
【００１５】
　一つの実施例では、ＦＭＤは、２つの回転カルーセルを有する。他の実施例では、ＦＭ
Ｄは、一つ又はそれ以上、好ましくは２つの容器ホルダ（回転カルーセルに取り付けられ
ていない容器ホルダ）を有する。
【００１６】
好ましくは、各回転カルーセルは個々のチャンバに設けられており、回転カルーセルに取
り付けられていない各容器ホルダも個々のチャンバに設けられている。実施例では、ＦＭ
Ｄは、一つ又は複数のチャンバが設けられるシャーシフレームワークを有する。
【００１７】
　好ましくは、回転カルーセルは、回転軸に配置されたカルーセル駆動シャフトを有する
。
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【００１８】
　容器ホルダが垂直に設けられる駆動シャフトにはプレートが取り付けられる。
【００１９】
　一実施例では、最大で１０個までの容器ホルダが回転カルーセルに取り付けられる。好
ましくは、５個の容器ホルダが、回転カルーセルに取り付けられる。同一の回転カルーセ
ルに取り付けられるすべての容器ホルダは、同じ大きさの容器を保持するように構成され
ている。代わりに、幾つかの容器ホルダは、他の容器ホルダとは異なる大きさの容器を保
持するように構成されている。好ましくは、一つの容器ホルダは、他の容器よりも小さな
大きさの容器を保持するように構成されている。
【００２０】
　好ましくは、容器ホルダは、回転軸を中心とする円上に等間隔に配置されている。
【００２１】
　少なくとも一つのチャンバ、好ましくは回転カルーセルを有するチャンバは、温度制御
されている。
【００２２】
　好ましくは、各チャンバは、個々にヒンジされた蓋又はドアをあけることによってアク
セスできる。そのような蓋又はドアは、透明であるか、又は、各チャンバの内容物を視覚
的に観察する窓を含む。
【００２３】
　ＦＭＤは、各回転カルーセルに対して、モータを有するカルーセル駆動システムと、前
記モータの軸から回転カルーセルのシャフトに回転を伝える手段を有する。好ましくは、
ＦＭＤは、回転カルーセルを収容するチャンバの蓋又はドアが開放されたときに回転カル
ーセルのシャフトを前記モータの軸から分離する手段を有する。
【００２４】
　各スパイクホルダは、直線スライドに移動可能に設けられており、スパイクホルダは垂
直方向にスライドできるようになっている。ＦＭＤはさらに、各スパイクホルダについて
、自動スパイクシステムを有する。自動スパイクシステムは、モータと、直線スライドに
設けられたスパイクホルダを移動するための手段を有する。
【００２５】
　ＦＭＤはさらに、カルーセル駆動システムを制御する中央電子制御システム（ＣＥＣＳ
）と、自動スパイクシステムを有する。また、ＣＥＣＳは、以下の装置に接続されており
、それらの装置を監視／制御するようにしてある。
ａ．ディスプレイ等の情報出力装置
ｂ．タッチスクリーン又はキーボード等のユーザ入力装置
ｃ．温度制御されたチャンバの温度
ｄ．流体レベルセンサ
ｅ．スパイク用の位置制御センサ
ｆ．回転カルーセル用の位置制御センサ
ｇ．ＦＴＳチューブに設けたバルブ
ｈ．ＣＭ注入器との通信用の２方向データ移送システム、及び／又はコンピュータネット
ワーク
ｉ．容器又は流体移送システム（ＦＴＳ）に設けたデータストレージからデータを読み取
るリーダ等の１方向データ移送システム
ｊ．データストレージ
【００２６】
　流体移送システムは、少なくとも２つの第１端部を有し、前記第１端部はそれぞれスパ
イクに接続されており、少なくとも２つの第２端部を有し、前記第２端部はそれぞれ第１
端部に対応している、第１の移送チューブと；少なくとも２つの入力開口と一つの出口開
口を有し、前記移送チューブの前記第２端部が前記入力開口に接続されているマニホール
ドと；第１の移送チューブの第１端部と第２端部の間に設けられたバルブを有する。前記
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バルブにより、流体は、スパイクされた容器の一つから選択的に取り出される。
【００２７】
　前記第２の移送チューブの第２端部は注入器に接続されるように構成することができる
。
【００２８】
　前記流体移送システムはさらに、流体移送システムの一意識別子を保管するデータ保管
手段を備えている。一意識別子を読むにあたって、ＣＥＣＳは特定の流体移送システムの
使用を記録し、スパイクの最大使用時間に達したときは、情報出力装置を介してユーザに
警告することができる。
【００２９】
　前記スパイクのベースは、ＦＭＤのスパイクホルダで、前記スパイクを対応する設置ア
タッチメント手段に接続する設置アタッチメント手段を含む。スパイクの上部は、容器隔
壁に入るように構成されている。スパイクを通じて簡単に流体を簡単に取り出すためには
、孔付きスパイクが好ましい。前記スパイクは、汚染を防止するために、シースで覆って
もよい。
【００３０】
　本発明はさらに、患者に注入用流体を自動的に供給する方法に関し、
　流体管理装置を提供する工程であって、前記流体管理装置は、流体を収容する少なくと
も一つの容器を該容器の首部の開口端部を下方に向けた垂直状態で収容するように構成さ
れており、前記容器はスパイクホルダを有し、前記スパイクホルダは該スパイクホルダに
接続されたスパイクを前記容器ホルダに搭載されてスパイク位置にある前記容器の軸に整
列させるように設けられて接続されているものと、
　流体移送システムを提供する工程であって、前記流体移送システムは移送チューブを有
し、前記移送チューブはスパイクに接続された第１端部と注入器に接続されるように構成
された第２端部を有するものと、
　少なくとも一つの容器を該容器の首部の開口端部を下方に向けた状態で前記流体管理装
置に搭載する工程であって、前記首部の前記開口端部は隔壁によって覆われているものと
、
　前記スパイクを前記スパイクホルダに取り付けるとともに前記移送チューブの第２端部
を注入器に取り付け工程と、
　前記隔壁に前記スパイクを侵入させる工程と、
　前記容器から流体を取り出す工程を含む。
【００３１】
　前記方法はさらに、前記容器の隔壁から前記スパイクを引き抜く工程を有する。前記ス
パイクを前記隔壁から引き抜く工程は、スパイクされた前記容器が空であるか又は前記容
器の最大使用時間に達したか若しくは前記スパイクの最大使用時間に達したかときに起動
される信号に応答して行われる。そのような最大使用時間は、流体管理装置の中央電子制
御システム（ＣＥＣＳ）に接続されたタイマで記録される。スパイクされた容器の流体レ
ベル／体積は、流体レベル／体積センサを介して、ＣＥＣＳで監視できる。
【００３２】
　他の実施例では、少なくとも２つの容器が流体管理装置に搭載される。流体管理装置は
さらに、各容器を前記スパイクホルダに軸整列させて配置する手段を有する。この方法は
さらに、第２の容器をスパイクホルダと軸整列する位置に移動する工程と、前記第２の容
器の隔壁にスパイクを侵入させて前記第２の容器から流体を取り出す工程を有する。
【００３３】
　以下に説明する実施例の特徴は特許請求の範囲の請求項に具体的に記載されている。し
かし、構造と動作方法に関する実施例は、同一部分は同一符号で特定した以下の説明と添
付の図面を参照することによって理解される。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
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【図１】図１は、流体管理装置の斜視図。
【図２】図２は、流体管理装置の別の斜視図。
【図３】図３は、流体管理装置の内側の正面図。
【図４】図４は、流体管理装置の内側の斜視図。
【図５】図５は、スパイクの斜視図。
【図６】図６は、シースを備えたスパイクの斜視図。
【図７】図７は、スパイクホルダの斜視図。
【図８】図８は、スパイクホルダの上面図。
【図９】図９は、スパイクされた容器とスパイクシステムの斜視図。
【図１０】図１０は、スパイクされた容器とスパイクシステムの図。
【図１１】図１１は、流体管理装置の上面図。
【図１２】図１２は、流体管理装置の別の上面図。
【図１３】図１３は、回転カルーセルの斜視図。
【図１４】図１４は、容器が取り付けられた回転カルーセルの斜視図。
【図１５】図１５は、流体管理装置の第２実施例の斜視図。
【図１６】図１６は、流体管理装置の第２実施例の別の斜視図。
【発明の詳細な説明】
【００３５】
［流体管理システムの第１実施例］
　以下に説明する第１実施例の流体管理システムは、予熱された造影剤（ＣＭ）と予熱さ
れていない生理食塩水を造影剤が充填された容器（ＣＭ容器）又は生理食塩水が充填され
た容器（生理食塩水容器）から患者注入用ＣＭ注入器に自動的に供給するように構成され
ている。
【００３６】
　実施例によれば、図１～図４に示す流体管理装置（ＦＭＤ）は、４つの別々のチャンバ
（部屋）２０ａ、２０ｂ、２１ａ、２１ｂを有する。チャンバ２０ａ、２０ｂは、温度制
御されており、ＣＭ容器２２を収容するように構成されている。チャンバ２０ａ，２０ｂ
は、垂直方向に積層して配置されており、シャーシフレームワーク１４に設けられている
。チャンバ２１ａ，２１ｂは、温度制御されておらず、生理食塩水容器を収容するもので
ある。チャンバ２１ａ，１２ｂ垂直方向に積層して配置されており、温度制御されたチャ
ンバ２０ａ、２０ｂに隣接して、シャーシフレームワーク１４に取り付けられている。Ｆ
ＭＤ１００は、プラスチックの成型体に収容されており、内部構成部品が周辺環境から遮
断されている。各チャンバ２０ａ，２０ｂ，２１ａ，２１ｂは、各チャンバの内容物を視
覚的に観察するための透明観察窓を備えた個々のヒンジドア２４ａ，２４ｂ，２５ａ，２
５ｂを開けてアクセスできる。中央電子制御システム（ＣＥＣＳ）（図示せず）は、２つ
の垂直方向に向けて設けられた温度制御付きチャンバ２０ａ，２０ｂの間で、ＦＭＤの中
央に配置され、シャーシフレームワーク１４に取り付けられている。
【００３７】
　図１３と図１４に詳細に示す回転カルーセル（回転台）は、各温度制御室２０ａ、２０
ｂ内に固定されており、カルーセル駆動シャフト２７が垂直に配置されている。カルーセ
ル駆動シャフト２７は、軸方向に向けて軸受に設けられており、軸受はシャーシフレーム
ワーク（骨組み）１４に固定して設けられている。カルーセル駆動システムは、中央電子
制御システム（ＣＥＣＳ）介して回転カルーセルを回転できるように設けられて配置され
ている。カルーセル駆動システムは、モータ、減速歯車箱、補助駆動装置（スプールギヤ
、ベルト等）を備えており、補助駆動装置の主要ギヤ２，モータギヤ３，アイドラーギヤ
４が図４，１１，１２に示してある。
【００３８】
　温度制御された各チャンバ２０ａ，２０ｂの中には５つのＣＭ容器２２（図１３，図１
４に詳細に示す。）のそれぞれの容器ホルダが設けてあり、ＣＭ容器が自動スパイクシス
テムのスパイクホルダ１０と軸方向に正しく整列するように該ＣＭ容器を配置し、方向付
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け、固定している。各ＣＭ容器ホルダは、カルーセル駆動シャフト２７を中心とする円上
で隣接するＣＭ容器ホルダから等間隔に配置され、プレート７に垂直に設けられている。
プレート７は、カルーセル駆動シャフト２７に取り付けてある。各容器ホルダは、２つの
クリップ２８と一つのワイヤ容器ラック８を有する。
【００３９】
　温度制御されていない各チャンバ２１ａ、２１ｂの中には容器ホルダが設けてあり、生
理食塩水容器２３が自動スパイクシステム（例えば図４）のスパイクホルダ１０と軸方向
に正しく整列するように該生理食塩水容器２３を位置付けて方向付けて固定している。容
器ホルダはプレート１８に垂直方向に取り付けられており、プレート１８はシャーシフレ
ームワーク１４に取り付けられている。各容器ホルダは、２つのクリップ２８と一つのワ
イヤ容器ラック８を有する。
【００４０】
　図９と図１０に詳細に示す自動化スパイクシステムは、スパイクホルダ１０と、スパイ
クホルダ１０のためのリニアスライド９と、モータ、減速歯車箱、リードねじを含むスパ
イク駆動システム１２を有する。スパイクホルダ１０を有するリニアスライド９は、４つ
のチャンバ２０ａ，２０ｂ，２１ａ，２１ｂのそれぞれの下で、シャーシフレームワーク
１４に垂直に設けてある。上述の自動スパイクシステムは、スパイクホルダ１０がスパイ
ク１１をスパイクされる容器２２，２３の軸に対して軸方向に整列するように配置されて
方向付けられている。
【００４１】
　棒３１は、ＦＭＤ１００が天井取付アーム１に取り付けられるように、シャーシフレー
ムワーク１４に取り付けられている。
【００４２】
　図１と図４に示す流体移動システム（ＦＴＳ）は、各チャンバについて、チャンバ下で
スパイクホルダ１０に入れられるように構成されたスパイク１１を含む。図５と図６に示
すスパイク１１は、基部４１と上部１０を有する。スパイク１１は、通気孔付きスパイク
である。基部４１は、スパイクホルダ１０（図７，８参照）のスライドレール５５に対応
して保持するように構成された２つのガイドノッチ４５を両側に有する。基部の孔４４は
、スパイク１１がスパイクホルダ１０に入れられたときに、スパイクホルダ１０のピン５
４をマウントするように構成されている。好ましくは、スパイク１１は、使用前に汚染さ
れるのを防止するためのシース４３を有する。ＦＴＳはさらに、各スパイク１１に接続さ
れ、流体をスパイクされた容器からＣＭ注入器（図１と図４を参照）に移すための管１５
，１６を有する。温度制御された上部のチャンバ２０ａのスパイク１１の管１５と温度制
御された下部のチャンバ２０ｂのスパイク１１の管１６との間にＹコネクタ１７が設けて
ある。温度制御されていない上部のチャンバ２１ａのスパイク１１の管１５と温度制御さ
れていない下部のチャンバ２１ｂのスパイク１１の管１６との間にＹコネクタ１７が設け
てある。管１８は、Ｙコネクタ１７の出口端をＣＭ注入器のコネクタプラグに接続する。
スパイクされたそれぞれの容器からＹコネクタに制御するために、各スパイク１１とＹコ
ネクタ１７の間に弁が設けてある。この弁により、ＣＭ又は生理食塩水が充填されている
、スパイクされた上部又は下部の容器から、流体がＣＭ注入器により選択的に取り出され
る。
【００４３】
〔ＦＭＳ－機能説明〕
〔中央電子制御システム〕
　ＦＭＤのセンサや制御ユニットとの通信（以下に説明する。）には、独占的所有権で守
られたソフトウェアを備えた中央電子制御システム（ＣＥＣＳ）が使用される。ＣＥＣＳ
は、ユーザに情報を出力するために又はユーザの入力を受けるために、ユーザ装置インタ
ーフェイスに接続してもよい。特に、ＣＥＣＳは、すべてのチャンバの回転カルーセルと
自動スパイクシステムと通信して駆動するように構成されている。ＣＥＣＳは、データ保
存、許可された容器のデータストレージ手段と許可されたＦＴＳとの間の一方向データ転
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送、および許可されたＣＭ注入器との２方向データ転送を可能にする。
【００４４】
〔予熱及び温度管理〕
　ＦＭＤの各温度制御されたチャンバ内でＣＭ容器を約摂氏３７度に予熱することは、強
制対流と内部温度制御システムを通じて行われる。すなわち、温度制御された各チャンバ
の大気温度は独立して制御される。この特徴により、ＣＭを患者に注入する前にユーザが
ＣＭ容器を暖める必要が無くなる。好適な実施例において、温度制御機構は、一日の始め
に処置が始まる前に、改良された始動処理が自動的に開始するように構成される。
【００４５】
〔ＣＭと生理食塩水の保存〕
　温度制御された各チャンバには５つのＣＭ容器が収容されているので、ＦＭＤは複数の
患者に対するほぼ丸一日の処置についてサービスを提供することができる。ＣＭ容器（ま
た、生理食塩水容器）は、種々の大きさをとり得る。容器ホルダは、それと共に使用され
る容器の大きさに応じて決められる。好ましくは、５００ｍｌのＣＭが充填された４つの
容器と１００ｍｌのＣＭが充填された一つの容器が、温度制御されたチャンバのそれぞれ
に設けられる。一日の作業の終わりに、または、ＣＭ容器の推奨使用時間を越える長時間
治療における休止と休止の間では、小容量のＣＭ容器を使用することにより、不要にＣＭ
流体を浪費することがなくなる。スパイク後のＣＭ容器に残存するＣＭ流体の耐用期間は
限られる。既存のＣＭの場合、推奨されている使用時間は約１０時間である。したがって
、新たな５００ｍｌのＣＭ容器がその日の最後の処置に使用された場合、残存流体は明朝
までに廃棄されなければならない。ＣＭ流体の効率的な廃棄管理が可能である。温度管理
されていない各チャンバに５００ｍｌの生理食塩水が充填された生理食塩水容器を保管す
ることで、約半日分の処置量をまかなえる。
【００４６】
　ＣＭ又は生理食塩水が充填された複数の容器を保存しておくことで、ユーザは、一日中
ＣＭ注入器に液体を常に補充する必要が無くなる。
【００４７】
〔容器隔壁の自動スパイク〕
　ＦＭＤがＣＭと生理食塩水をＣＭ注入器に供給するためには、各容器の隔壁にＦＴＳの
スパイク１１を挿入する。これを行うために、ユーザは、装着用及び取付用の機構（ガイ
ドノッチ４５、スライドレール５５，ピン５４，孔４４）を介してＦＭＤ１００のスパイ
クホルダ１０にＦＴＳのスパイク１１を取り付ける必要がある。スパイクホルダ１０は、
容器隔壁に対してスパイク１１が軸方向に良好に整列されるように設計されている。ＦＭ
Ｓが開始されると、チャンバには容器が補充され、温度制御チャンバが加熱され、中央電
子制御システム（ＣＥＣＳ）が自動スパイクシステム１２と通信を行ってスパイク１１を
垂直上方に向けてスパイクホルダ１０を駆動する。結果、スパイクが入口点を介して関連
チャンバ、さらに容器隔壁に入る。これにより、シリコンゴムの蛇腹式シース４３が押し
潰され、スパイク上部４２が容器隔壁に完全に入る。位置制御センサを用いて、ＣＥＣＳ
はスパイク１１を所定距離だけ容器隔壁に押し込む。予め決められた距離に達すると、Ｃ
ＥＣＳは自動スパイクシステム１２を停止し、スパイクホルダ１０を容器隔壁に対する所
定の垂直位置に保持する。
【００４８】
　スパイクされた各容器の流体レベル又は流体の量は、センサセンサで監視されてＣＥＣ
Ｓにフィードバックされる。予め決められたレベル（「エンプティ」）まで容器が空にな
ると、ＣＥＣＳは自動スパイクシステム１２と通信を行い、スパイクホルダ１０を垂直下
方に向けて動かし、関連する容器からスパイクを外す。容器ホルダ８のこの位置は、ＣＥ
ＣＳに「エンプティ」と記録される。容器のエンプティ／充満の状態を記録することで、
ＣＥＣＳは、例えばユーザデバイスインターフェイスを介して、ＣＭチャンバ内の最後の
容器がスパイクされたとき、またはチャンバ内のすべての容器がエンプティになった時、
ユーザに信号を送ることができる。
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【００４９】
　ＦＭＤはまた、プッシュボタンを備えている。これにより、ユーザは、システムが別の
容器をスパイクするのを阻止するために、自動スパイク機構を無効にすることができる。
また、ＣＭ流体の廃棄を最小限にするために、ユーザは、一日の最後の処置のために小さ
なＣＭ容器を手動で選択することができる。
【００５０】
〔自由に回転するオプションを備えた、回転カルーセルの自動回転〕
　温度制御された各チャンバ内における回転カルーセル回転自動化を採用し、新たなＣＭ
容器にアクセスしてスパイクするように、該新たなＣＭ容器にインデックスを付ける。Ｃ
ＥＣＳは、回転カルーセルを所望の位置に回転（インデックス）する歯付きモータを駆動
するために利用される。回転カルーセルの角度位置が位置センサとＣＥＣＳで監視される
。したがって、任意の時間で、ＣＥＣＳは各ＣＭ容器の場所を確認できる。これにより、
特定のＣＭ容器をスパイクするためには如何なる角度まで回転カルーセルを回転するかを
決定できる。
【００５１】
　温度制御されたチャンバの扉をユーザが開けると、センサが起動してＣＥＣＳに信号を
送る。次に、ＣＥＣＳは、カルーセル駆動システムを遮断し（機械的、電気的、電子的、
又はその他の手法により遮断し）、回転カルーセルが自動的に回転しないようにする。こ
れにより、ユーザは回転カルーセルを自由に回転できるとともに、ユーザが容易に回転カ
ルーセルを回転して各ＣＭ容器にできるだけ素早くアクセスできる手段を提供する。
【００５２】
　図１１，１２，１３に示す実施例において、モータからの回転はモータギヤ２，アイド
ラーギヤ４を介してメインギヤ２に伝達される。アイドラーギヤ４は、ピボット回転する
アタッチメント６１の第１端部に取り付けられている。アタッチメント６１の第２端部は
、アイドラーピン６に移動可能に連結されている。アイドラーピン６は、温度制御された
チャンバの扉に連結されている。図１２に示されるように、温度制御されたチャンバの扉
が開くと、アイドラーピン６が扉と共に移動し、アタッチメント６１が回転する。これに
より、アイドラーギヤ４がモータギヤ３とメインギヤ２から外れる。
【００５３】
〔容器とＦＴＳの認識〕
　ＦＭＤと共に使用される容器（所謂、承認された容器）にはＲＦＩＤタグ（又はその他
のデータ保存手段）が取り付けてある。これにより、ＣＥＣＳは、ＲＦＩＤリーダ（また
は、その他のデータ保存手段に対応したリーダ）を有する状態表示装置を通じて、何時、
何処に容器が補充されたかを知ることができる。容器にＲＦＩＤタグが無ければ通信が行
うことができないため、容器に問い合わせることで、ＣＥＣＳは容器が存在しないことを
認識する。その場合、ＣＥＣＳは視覚的又は聴覚的なエラーフィードバックをユーザに送
り、対応する容器の保管場所を閉鎖してスパイクできないようにする。これは、ＣＭ注入
器に対する供給のために、適正な流体及び承認された容器だけがＦＭＤ内に保管されるこ
とを保証する、大切な安全上の特徴である。
【００５４】
　同様に、ＲＦＩＤタグは、各ＦＴＳに取り付けられる。次に、ＣＥＣＳは各ＦＴＳと通
信を行って、使用承認されていることを確認できる。
【００５５】
　また、ＦＴＳのスパイクが容器隔壁にスパイクされると、ＣＥＣＳは該ＦＴＳが使用さ
れたものとして記録し、推奨スパイク使用時間である予め決められた時間のカウントを開
始する。推奨スパイク使用時間（すなわち、２４時間）が経過すると、視覚手段又は聴覚
手段を通じて、ＣＥＣＳはエラー信号を発して、更なるＦＭＳの使用が発生する前に、Ｆ
ＴＳを交換しなければならないことをユーザに警告する。
【００５６】
〔流体データ〕
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　各容器のＲＦＩＤに記憶されたデータ（例えば、製造データ、流体処方等）は、ＲＦＩ
ＤリーダとＣＥＣＳを通じて問い合わせることができるし、記憶することができる。この
データは、後に、ＣＭ注入器に送信されるか、移動記憶手段（すなわち、ＵＳＢスティッ
ク）に記憶される。この特徴により、履歴管理（トレーサビィティ）が良くなる。
【００５７】
〔閉鎖時間〕
　ＣＭ容器がスパイクされると、ＣＥＣＳを通じて計測タイマが作動され、ＣＭ容器がス
パイクされたことをＣＥＣＳに記録する。ＣＭ容器に対する推奨使用時間が経過し、それ
ぞれのＣＭ容器がまだ「エンプティ」となっていない場合、ＣＥＣＳはそれぞれのＣＭを
ロックアウトし、自動スパイクシステムと交信してＣＭ容器からスパイクを取り除く。Ｃ
Ｍ容器のＲＦＩＤタグに記録された固有コードが使用済みとしてＣＥＣＳに記録される、
及び／又は、スパイクされた時に有効寿命を越えているとしてＣＥＣＳに記録されるので
、温度制御されたチャンバ内にあるＣＭ容器をユーザが後に再利用したり、それに補充し
たりすることが防止される。
【００５８】
〔ユーザ装置インターフェイス〕
　実施例において、ＣＭ注入器に関連する情報（液体供給レベル、残留量、温度）は、Ｃ
Ｍ注入器の主要ユーザインターフェイススクリーンに表示される。これは、ＦＭＤとＣＭ
注入器の間の直接的なデータ転送によって行われる。温度、どの容器がエンプティか、ま
た、温度制御されたチャンバの推奨使用時間などの情報は、LEDを通じて表示されるか又
はFMDのディスプレイスクリーンを通じて表示される。この特徴により、ユーザは、関連
チャンバについて、FMD内の液レベルを直接監視できる。ユーザが視覚的に液レベルを見
てどの容器に補充する必要があるかを確認するための二次的手段として、各チャンバドア
に観察窓が設けられる。チャンバ内の容器がその時点でスパイクされていないことを条件
に、ユーザはチャンバドアにアクセスして液を補充できる。温度制御されたチャンバのド
アが開放されると、カルーセル駆動システムが解除され、ユーザが補充している間に回転
カルーセルが自動的に動作するのを防止する。カルーセル駆動システムが解除されると、
回転カルーセルは自由に回転できる。その結果、ユーザは、回転カルーセルを容易に回転
し、素早く個々の容器にアクセスできる。温度制御されたチャンバのドアを閉じると、カ
ルーセル駆動システムが再び係合し、自動的に回転カルーセルを駆動して使用できる。
【００５９】
〔データ送信〕
　FMSとCM注入器の間の双方向通信は、独自のソフトウェア通信プラットフォームを通じ
て行われる。これにより、ユーザは、CM注入器インターフェイスから直接に、FMDの複数
機能を制御し観察できる。FMDとCMインジェクタの間のデータ転送は、限定的ではないが
、以下のデータ転送方法を含む複数の転送手段を行うことができる。
・ワイヤケーブル－USB、LAN等
・ブルートゥース
・ワイヤレスネットワーク
【００６０】
〔隔膜漏出防止〕
　各温度制御されたチャンバの回転カルーセルの下と自動スパイクシステムの上に、手動
で移動可能なドリップトレイ１３が配置される。これにより、先にスパイクされたCM容器
隔膜からのCM流体の漏れが、機械内で捕らえられる。
【００６１】
　本実施例で説明したFMSの実施形態では、CECSはFMD内での各容器の場所、それらがFMD
内にどれほどの期間存在しているか、それらは以前にスパイクされたことがあるか否か、
また、特定の容器の流体がその耐用期間を越えているか否か、を認識できる。これにより
、原則的に、使用済み容器又は耐用期間が切れた容器をユーザが再びスパイクするといっ
た安全上の問題が無くなる。
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【００６２】
［流体管理システムの第２実施例］
　以下に説明する、第２実施例に係るＦＭＳは、ＣＭが充填された容器（ＣＭ容器）から
又は生理食塩水が充填された容器（生理食塩水容器）から患者に注入するために、予め加
熱された造影剤（ＣＭ）と予め加熱された生理食塩水をＣＭ注入器に自動的に供給するよ
うに構成されている。
【００６３】
　図１５と図１６には、ＦＭＤの第２実施例が示されている。この実施例のＦＭＤ２００
は、シャーシフレームワークに取り付けられた、２つのチャンバ２０１，２０２を有する
。両チャンバ２０１，２０２は、温度制御されている。各チャンバ２０１，２０２は、回
転カルーセル２０５，２０６を収容している。各回転カルーセル２０５，２０６には、最
大で５つのＣＭ容器２２と最大で５つの生理食塩水容器２３を保持するために、各回転カ
ルーセル２０５，２０６には５つの容器ホルダが設けてある。各チャンバ２０１，２０２
は、蓋２０３，２０４を有し、上から載せられるように構成されている。両チャンバ２０
２，２０２の間には、ＣＥＣＳ用のハウジング２１５が、ディスプレイ２１７とプリンタ
２２０と共に、シャーシフレームワークに設けてある。
【００６４】
　垂直方向に移動可能なスパイクホルダ２１０が、２つのチャンバ２０１、２０２のそれ
ぞれの下に、シャーシフレームに対して垂直方向に設けてある。自動スパイクシステムは
、各スパイクホルダ２１０がスパイクされる容器２２，２３の軸に対してスパイク２１１
を軸方向に整列するように、配置されて方向付けされている。各スパイク２１１に接続さ
れたチューブ２１９は、スパイクされた容器からＣＭ注入器に流体を移送するように構成
されている。
【００６５】
　本発明の第１実施例の機能的説明は、本発明の第２実施例にそのまま適用される。
【符号の説明】
【００６６】
ＦＭＳ：流体管理システム
ＦＭＤ１００：流体管理装置
ＦＴＳ：流体移送システム
ＣＭ：造影剤
ＣＥＣＳ：中央電子制御システム
１：天井アームアタッチメント
３１：棒
５：温度制御されたチャンバ１４のシャーシフレーム用のヒータ
２：主ギヤ
３：モータギヤ
４：アイドラーギヤ
５：アイドラーピン
６１：アタッチメント
２０ａ、２０ｂ：温度制御されたチャンバ
２１ａ，２１ｂ：温度制御されていないチャンバ
２２：ＣＭ容器
２３：生理食塩水容器
２４ａ，２４ｂ：温度制御されたチャンバのドア
２５ａ，２５ｂ：温度制御されていないチャンバのドア
２６：窓
２７：カルーセル駆動シャフト
７：プレート（カルーセル）
１８：プレート（生理食塩水ホルダ）
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８：ワイヤ収容ラック
２８：クリップ
１３：ドリップトレイ
１５：上部チャンバスパイクのチューブ
１６：下部チャンバスパイクのチューブ
１７：Ｙコネクタ
１８：ＣＭ注入器のチューブ
９：リニアスライド
１０：スパイクホルダ
１１：スパイク
１２：自動スパイクシステム
４３：スパイク用シース
４１：ベース
４２：上部
４４：孔
４５：ガイドノッチ
５４：ピン
５５：スライドレール
２００：ＦＭＤ（第２実施例）
２０１：第１の温度制御されたチャンバ
２０２：第２の温度制御されたチャンバ
２０３：第１の温度制御されたチャンバの蓋
２０４：第２の温度制御されたチャンバの蓋
２１０：スパイクホルダ
２１１：スパイク
２１５：ＣＥＣＳ用ハウジング
２１７：ディスプレイ
２２０：プリンタ
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